
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   
 

 

 

 

  

 

 

 

先週までの寒さが嘘のように暖かい日差しが園庭に春の訪れを感じさせてくれています。さて、先月の小

さな表現者展は分散開催ではありましたが、子どもたちの表現活動や作品を見ながら保護者の皆さんとい

ろいろなお話ができたことで保育士にとっても多くの学びを得る機会となりました。また、アンケートに書

かれた言葉から伝わってくる暖かいいメッセージから職員一同、勇気とエネルギーを与えていただけたこ

と感謝しております。 

早いもので令和３年度最後の月となり、卒園式の歌が保育園に響き渡る季節になってきました。年度末の

慌ただしい季節ですが、ひとりひとりの「育ち」を確認しながら一年を締めくくりたいと思います。 

 

保育園内でのマスクの着用について 

 

ニュースでも報道されている通り、３月１３日以降はマスクの着用が原則個人の判断にゆだねられ

ることとなります。保育園はマスク着用が推奨される病院や高齢者等重傷者リスク高い人が利用する

機関に該当してはいませんが、現時点では卒園式など大切な行事を控えており、また、インフルエン

ザの流行も終了したとは考えられる状態ではありませんので、職員に関しては１３日以降も暫くの期

間はマスク着用で保育にあたります。 

 

４月から安定した保育生活を送るために！ 

  

保育園という場所で４月というのは、「担任が替わり」「担任数が減り」更に「保育室が変わる」と

いう３重の環境の変化が起こる季節です。子どもたちにとって見通しのある生活が崩れてしまうこと

が無いように 例年通り、3 月中に現担任と一緒に次年度の保育室への移行を行います。ご不明な点

は気軽にご相談ください。 

移行日時 ： ３月１０日（金）  

荷物等  ： 登園用の下駄箱位置は変わりません 

いきいき ： 小学校での生活を見据え、単独で生活します。 

 

次年度に向けてのお知らせ 

 

① ４月からの進級にあわせて ご家庭で用意していただく個人教材等の販売を行います。今年から

備品の引き渡しで混乱が起こらないよう、事前に支払い方式とし、３月１０日に教材をお渡しし

ます。 

つきましては、申込用紙に必要備品を記入し、３月３日（金）までに事務所に現金をお持ちくだ

さい。 

② ３月３１日（金）は、次年度準備のため、保育時間が１８：３０までとなります。年度末のお忙

しい時期ですが、４月以降、子どもたちの保育園生活がスムーズに行えるように準備を行いますます。

なお、担任の発表は４月１日に玄関ホールに掲示します 



 

 

 

 

 

 

  お父さんお母さんから離れての集団生活。初めは涙、涙な子どもたちでしたが、 

保育園での生活にも慣れて、お気に入りの保育者や玩具、気になるお友達の存在が出来、 

笑顔で入室してくれるようになりました。離乳食も始まり、食べてくれるかドキドキでしたが、 

食べることが大好きな子どもたち。今では食事の時間を楽しみにしている様子が見られます。 

すくすくと身体も大きくなり、色々な事に興味を持って探索活動をしながら遊んだ１年間でした。 

今年は『子どものみる世界』というテーマで子どもたちの視線になって保育をしてきて、 

子どもたちが触っている自然物や玩具、お友達の姿など…色々なものを見て感じている世界を 

保育者の私たちも一緒に楽しむことが出来ました。初めてだらけの出来事でも子どもたちの中では 

楽しい遊びになっていることを実感しています。 

子どもたちの世界がどんどん広がっていくのだと思うと楽しみですね。 

１年間ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスの様子をお伝えします！ 

にこにこ 

よちよち 
よちよち組になってあっという間の１年。４月は人見知りで泣いたり、自分の気

持ちを上手く表出できず泣いて訴えたりする事が多かった子どもたち。今では“自

分でやってみたい”という気持ちも芽生え、１人では難しい着脱にも挑戦してみる

経験を繰り返し行ってきました。また、言葉も増え、会話も少しずつできるようにな

り、遊びにも変化がみられるようになりました。一人遊びから少しずつ友だちへの

関心が高くなってきています。友だちや保育者との関わりをとおして、出来なかっ

たことができた。お互いの気持ちが通じた事での嬉しさ、一緒に過ごす心地よさを

味わえた 1年でもありました。 

これからも、『やりたい、やってみたい』という気持ちが増えると嬉しいなと思い

ます。 

今年度も保育へのご理解ご協力本当にありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

すくすく 

「ひとりからみんなで」を今年のテーマでした。進級当初は個人で遊んでいる姿が多くあ

りましたが、今では「○○ちゃん、行こう！」「○○くんと一緒がいい！」「先生、遊ぼう！」

などとお友だちや保育士を誘って遊んでいます。冬になり園庭の池を見ていた子が、氷が

張っていることに気づき「みんなきてー！」と大きな声で呼び、遠くにいる子もその声に

引き寄せられみんなで触ったり、踏んだり、「冷たいね！」と楽しんでいました。 

また、泣いている友だちが居ると「どうしたの？」と声を掛けて、頭を撫でたり、困っ

ているところを見ると「こうすればいいんだよ！」と教える姿が増えました。友だち思い

やる気持ちをたくさん持っているすくすくの子どもたちです。 

楽しい思い出をたくさんありがとうございました！ 

 

今年度は遊びや行事など様々な考え方を見直した１年でした。子どもが自ら『自由に表現

する』という保育の考え方のもと、職員同士や子どもとも対話を繰り返しながら楽しんで

きました。特にいきいき組は、行事ごとに内容を保育士と子どもたちで考えていきながら

自分たちに出来る事を模索していきながら作り上げていました。その姿は堂々としてい

て輝いていたと思います。 

また今年度は、ブリコルームという表現活動を楽しむ部屋を作りました。保護者の皆様

にも廃材などを家庭から提供していただき、ありがとうございました。のびのび組やわく

わく組も年度当初は、どうしていいのか分からず迷っている姿も見られましたが、少しず

つ自由に創作してキラキラとした表情で活動をしている姿が見られました。 

３月からはいきいき組も単独クラスになり卒園式や小学校に向けて準備していきま

す。のびのび組、わくわく組も異年齢の部屋に新たにすくすく組の子どもたちを迎えて一

つ上のお兄さん・お姉さんとして、また違った姿を見せてくれると思います。進級、そし

て進学に向けて最後の１日まで思いっきり楽しんでいきたいと思っています。 

１年間ありがとうございました！ 

 



  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

給食室 
 小さな表現者展では、沢山の方にお立ち寄り頂き、ありがとうございました！ 

 子どもたちの不思議そうな表情やキラキラした目を近くで見ることができ、私たちにとっ

ても、とても楽しい時間となりました。 

 水と油の魔法、その後、おうちでも楽しんで頂けているでしょうか？表現者展でもお伝え

しましたが、調味料を使ってドレッシング作りにも応用できますので、お家でもぜひお試

しくださいね！ 

 

            

遊言係より 

今年度の遊言育係は、『SDGs』をテーマに本来捨てられるものを保育に活かして手作り

玩具にしたり、子どもたちが創作できる素材として活用してきました。また新しい絵

本の買い出しや東京おもちゃ美術館に研修に行くなど園外に出ての活動も行い、職員

の学びにも繋げていきました。新しい絵本や玩具を通して、子どもたちの世界が広が

り、それを家庭でも楽しんでいただけたらと思っています。他にも３月には土曜に家

庭で楽しめるイベントも開催しようと計画しています。3 月 6 日までにはコネクトに

て告知していこうと思っているので、最後までお楽しみに！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２日（木）  透明標本イベント 

３日（金）  ひなまつり 

８日（水）  おわかれ遠足（いきいき） 

１０日（金）  個人教材販売 

１１日（土）  布団乾燥 

１４日（火）  卒園式総練習① 

１６日（木）  久保先生のわらべうた 

２１日（火）  春分の日 

２２日（水）  卒園式総練習② 

２３日（木）  お別れ会 

２４日（金）  卒園式 

３１日（金）  時間短縮保育（１８：３０まで） 

 

 

 

今月の行事 

 

食育係 

 

木育係 

今年度は、〈科学するココロを育てる〉ことを大切にしようと環境作りに取り組んできました。

その一つとして子どもたちが見て触る体験をできるようにしたのが【蚕の飼育】。皆様に桑の葉を

ご協力いただけたことで百匹程がすくすくと育ち、先日の小さな表現者展で指人形作りを体験して

もらえる繭を作ってくれました。他にも、水の生き物を観察し触れ合えるよう池を掃除したり、草

花で遊べるようにと乳児の森に培養スペースを設けたりと活動してきました。次年度は、更に子ど

もたちの探求が深まっていくように〈いきものがよろこぶいけ〉や〈はなとやさいのそだてかた〉

など子どもたち用の見て分かる資料作りなども行っていきたいと思います。 

今年度の食育係は「食べ物に関わる人との繋がりを大切にする」を目標に活動を行ってきま

した。 

毎日、おいしい給食やおやつを食べている子どもたちも職員も、協力している方を知っても

らい、食に興味関心を持ってもらいたいという思いから、関わりのある方のコメント付き写真

を掲示しました。 

子どもたちは、お当番活動や給食の時間になると「今日は、スズキさんのお野菜かな？」「お

魚は舟田さんだよね」などの会話も聞こえるようになっています。今後も継続して、毎日の食

事が楽しみになる活動を行っていきます。 

 


